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猪
越
悠
介
（
指
定
） 

栗
原
一
晃
（
本
部
推
薦
） 

芳
賀
章
（
東
京
） 

今
野
慶
貴
（
福
岡
） 

尾
方
弘
二
（
指
定
） 

粂
田
力
（
指
定
）    

石
井
進
治
（
埼
玉
） 

志
水
亮
介
（
指
定
） 

優勝・猪越悠介 
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準
決
勝
第
一
試
合
は
、
前
回
王
者
の
志
水
亮

介
（
指
定
）
VS
粂
田
力
（
指
定
）。

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
す
る
す
る
と
間

合
い
を
詰
め
た
粂
田
は
、
志
水
の
一
瞬
の
隙
を

つ
い
て
上
段
突
き
を
放
ち
、
技
有
り
を
先
制
。

そ
の
後
も
粂
田
は
攻
撃
の
手
を
弛
め
ず
。
志

水
の
中
段
突
き
を
見
切
り
、
上
段
突
き
を
極
め
、

合
わ
せ
一
本
で
粂
田
が
初
の
決
勝
進
出
を
決
め

た
。準

決
勝
第
二
試
合
は
、
前
大
会
準
優
勝
の
猪

越
悠
介（
指
定
）VS
ベ
テ
ラ
ン
・
芳
賀
章
（
東
京
）。

先
制
し
た
の
は
猪
越
。「
相
手
の
腹
に
穴
が

空
い
て
い
た
の
で
出
し
た
」
と
い
う
後
ろ
蹴
り

で
技
有
り
。

続
い
て
、
こ
こ
ま
で
ど
っ
し
り
構
え
、
返
し

技
で
勝
ち
進
ん
で
き
た
芳
賀
が
反
応
で
き
な
い

ほ
ど
素
早
い
突
き
技
を
連
続
で
放
ち
、
二
つ
目

の
技
有
り
。
合
わ
せ
一
本
勝
ち
で
、
２
大
会
連

続
で
決
勝
の
舞
台
へ
。

５
分
間
の
三
本
勝
負
（
加
算
方
式
に
よ
る
二

本
先
取
）
で
行
わ
れ
る
決
勝
戦
。

前
手
で
猪
越
の
前
手
を
牽
制
し
、
間
合
い
の

出
入
り
を
繰
り
返
す
粂
田
が
一
瞬
の
隙
を
盗
ん

で
、
上
段
突
き
を
仕
掛
け
て
い
く
。

だ
が
、「
ケ
ガ
（
一
ヶ
月
前
に
左
足
の
親
指

を
骨
折
）
も
あ
っ
た
が
、
前
回
の
決
勝
戦
で
敗

れ
て
以
来
、
こ
の
た
め
だ
け
に
や
っ
て
き
た
」

と
い
う
猪
越
も
負
け
て
は
い
な
い
。
上
段
突
き

で
迎
え
撃
ち
、
両
者
共
に
浅
い
と
判
定
さ
れ
る

と
前
に
出
て
、
上
段
突
き
。
こ
れ
が
技
有
り
と

な
り
、
猪
越
が
先
制
す
る
。

す
ぐ
さ
ま
粂
田
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、

猪
越
の
上
段
突
き
に
合
わ
せ
て
上
段
突
き
を
返

す
が
、
強
打
と
な
り
、
有
効
技
に
は
な
ら
ず
。

逆
に
上
段
突
き
を
仕
掛
け
た
と
こ
ろ
に
右
上
段

突
き
を
も
ら
い
、
痛
恨
の
一
本
。
こ
の
時
点
で

猪
越
の
一
本
半
（
技
有
り
３
つ
）
の
リ
ー
ド
と

な
る
。

追
い
込
ま
れ
た
粂
田
は
、
猪
越
の
足
払
い
か

ら
の
追
い
突
き
を
見
切
り
、
上
段
突
き
を
叩
き

込
ん
で
技
有
り
を
奪
う
が
反
撃
も
こ
こ
ま
で
。

最
後
は
猪
越
が
粂
田
の
足
払
い
に
上
段
突
き

を
合
わ
せ
て
、
技
有
り
。
二
本
先
取
と
な
り
、

猪
越
が
30
人
目
の
新
王
者
と
な
っ
た
。

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

男子組手ベスト８

準決勝で志水亮介（指定）に極まった粂田力（指定）の跳び込み上段突き。
これが二つ目の技有りとなり、粂田が決勝へ。

前に出た粂田力（指定）に猪越悠介（指定）の上段突きが極まり、一本。
「一本勝負は、技術だけでなく、精神面も大きく左右する。早寝早起き、
食事、大きな声で挨拶するなど、生活の面から鍛え直してきた」（猪越）

試
合
後
「
今
は
嬉
し
い
気
持
ち
で
一
杯
だ
が
、

協
会
の
王
者
と
し
て
の
大
き
な
責
任
を
感
じ

る
」
と
語
っ
た
。

芳賀章（東京）と今野慶貴（福岡）の準々決勝は、芳賀が円熟の組手を
展開し、四強入り。

猪
越
悠
介
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す

男

子

組

手



返
し
技
に
重
点
を
置
い
た
組

手
が
功
を
奏
し
、
高
橋
の
上
段

突
き
に
右
上
段
突
き
を
合
わ

せ
、
技
有
り
を
先
制
。

さ
ら
に
前
に
出
る
高
橋
の
刻

み
上
段
突
き
に
対
し
、「
う
ま

く
反
応
で
き
た
」
と
い
う
奥
家

の
引
き
込
み
な
が
ら
の
上
段
突

き
が
極
ま
り
、
合
わ
せ
て
一
本
。

三
年
連
続
四
回
目
の
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。
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女
子
組
手
の
本
命
は
、
三
連
覇
を
狙
う
奥
家

沙
都
美
（
指
定
）。
今
大
会
も
順
当
に
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
駆
け
上
が
り
、
準
々
決
勝
で
は
ベ
テ

ラ
ン
・
平
山
裕
子
（
本
部
推
薦
）
か
ら
右
上
段

突
き
で
二
つ
の
技
有
り
を
奪
い
、
続
く
準
決
勝

で
も
塚
本
め
ぐ
み
（
本
部
推
薦
）
の
刻
み
上
段

突
き
に
右
上
段
突
き
を
合
わ
せ
、
決
勝
へ
と
辿

り
着
い
た
。

一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
２
大
会
連
続
決

勝
で
奥
家
に
敗
れ
て
い
る
高
橋
優
子
（
指
定
）

が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
、
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
。

「
攻
め
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
高

橋
は
準
々
決
勝
で
立
山
詩
子
（
埼
玉
）、
準
決

勝
で
は
山
田
小
百
合
（
本
部
推
薦
）
に
上
段
突

き
を
叩
き
込
ん
で
、
共
に
合
わ
せ
一
本
勝
ち
。

決
勝
戦
で
も
攻
め
る
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
試
合

開
始
の
合
図
共
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
く
。

そ
れ
に
対
し
、「
予
想
以
上
に
相
手
が
積
極
的

で
し
た
の
で
、
い
つ
も
の
”

仕
掛
け
る
組
手

“で

は
な
い
戦
い
方
を
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
奥
家
。

上／高橋と山田の準決勝は、積極的な組手を展開した高橋が試合の主導
権を握り、二つの技有りを奪って、合わせ一本勝ち。

左／奥家沙都美（指定）が３連覇を決めた一撃。高橋優子（指定）の刻
み上段突きに右上段突きを合わせ、二つ目の技有りを奪取。「劣勢でも
必ずチャンスはくる。試合の最後まで諦めないことが大切」

奥家と塚本めぐみ（本部推薦）の準決勝は、
刻み上段で跳び込んできた塚田に、奥家
が残り１秒で返しの上段突きを極めた。

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

奥
家
沙
都
美
、
冴
え
渡
る
右
上
段
突
き

女

子

組

手
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

１
０
６
名
が
出
場
し
た
男
子
個

人
形
。
上
位
８
名
で
争
わ
れ
る
順

位
決
定
戦
で
最
後
に
登
場
し
た
の

は
、
栗
原
一
晃
（
本
部
推
薦
）。

膝
の
ケ
ガ
に
よ
り
前
回
大
会
は

欠
場
。
予
選
・
準
決
勝
後
に
技
の

キ
レ
や
緩
急
が
ど
こ
ま
で
復
調
し

て
い
る
か
を
周
囲
に
い
る
後
輩
に

尋
ね
て
い
た
そ
う
だ
が
、
決
勝
で

は
ス
ピ
ー
ド
・
力
強
さ
に
溢
れ
た

壮
鎮
を
演
武
。
六
番
目
に

演
武
し
た
齋
藤
祐
樹
（
指

定
）
の
雲
手
（
42
・
０
）

を
大
き
く
上
回
る
42
・
８

を
叩
き
出
し
、
２
年
ぶ
り

３
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
。

３位の大隈広一郎（本部推
薦）、十手（41.5）

３年連続で準優勝となった齋藤祐樹（指
定）の雲手（42.0）。

左／男子形は、栗原一晃（本
部推薦）が壮鎮（42.8）で優
勝。「コンディションは９割
回復したが、下半身の状態が
万全ではなく、コートが滑り
やすく感じられた」（栗原）

女
子
形
決
勝
は
、
三
連
覇
を
狙

う
大
島
望
（
指
定
）
と
、
２
年
連

続
準
優
勝
の
演
武
し
た
城
田
貴
樹

（
指
定
）
が
42
・
６
で
並
び
、
同
点

決
勝
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
は
大
島
が
岩
鶴
を
演
武
。

そ
の
後
、
城
田
が
「
派
手
な
と
こ

ろ
が
な
い
形
だ
が
、
自
分
の
持
ち

味
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
と
力
強
さ
、

そ
し
て
緩
急
が
出
せ
る
」
と
い
う

五
十
四
歩
小
を
行
っ
た
。

結
果
は
、
大
島
が
43
・
０
、

城
田
は
43
・
４
。
悲
願
の
初

優
勝
を
成
し
遂
げ
た
城
田

は
「
２
年
前
に
亡
く
な
っ

た
父
（
故
・
城
田
一
彦
氏
）

に
よ
う
や
く
素
敵
な
報
告

が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

３位に入賞したウォーターハウス
美希（兵庫）の五十四歩小（41.9）

大島望（指定）の岩鶴（42.6→43.0）。惜
しくも、３連覇の夢はついえた。

左／２年連続で準優勝が続いてい
た城田貴樹（指定）が五十四歩小
（42.6→43.4）で同点決勝を制す。
「結果に満足せず、これからも自
分に打ち克つための稽古をしてい
きます」（城田）

栗
原
一
晃
、
復
活
の
壮
鎮

男

子

形

城
田
貴
樹
、
悲
願
の
初
優
勝

女

子

形



墨
田
支
部
が
連
続
Ｖ
！

団
体
戦
一
般

駒
澤
大
が
文
部
科
学
大
臣
杯
！

団
体
戦
大
学

東
京
都
が
内
閣
総
理
大
臣
杯
！

都
道
府
県

大
正
大
２
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
（
組
手
）

団
体
戦
女
子

35
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

文
部
科
学
大
臣
杯
の
栄
誉
は
、
組
手
＆
形
を

制
し
た
駒
澤
大
に
与
え
ら
れ
た
。

一
般
の
部
は
、
組
手
＆
形
と
も
に
墨
田
支
部
（
東

京
）
が
躍
動
し
た
。

組
手
・
決
勝
戦
で
は
墨
田
支
部
Ｂ
が
武
士
道
場

（
山
形
）
と
対
戦
。

先
鋒
戦
を
落
と
す
が
、

中
堅
・
深
谷
明
輝
、
大

将
・
塚
田
光
が
連
勝
し
、

連
覇
。

形
の
部
で
も
雲
手
で

36
・
９
を
マ
ー
ク
。
す

る
と
、
墨
田
支
部
Ａ
も

雲
手
（
36
・
６
）
で
続

き
、
優
勝
と
準
優
勝
を

墨
田
支
部
が
独
占
し
た
。

上／一般形を制した墨田支部Ｂの雲手（東京）。
準優勝も墨田支部Ａ。

下／３年連続で一般組手を制した墨田支部B（東京）。

東
京
都
と
京
都
府
で
争
わ
れ
た
組
手
・
決
勝
戦
。

ま
ず
は
東
京
都
の
先
鋒
・
真
島
和
也
、
次
鋒
・
塚
田
光
が

連
勝
し
、
王
手
を
掛
け
る
。
中
堅
戦
を
落
と
す
も
、
副
将
の

深
谷
明
輝
が
勝
利
。
大
将
戦

を
待
た
ず
し
て
、
東
京
都
の
10

回
目
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

ま
た
形
の
部
で
は
、
茨
城
県

が
五
十
四
歩
小（
36
・
７
）で
優

勝
、
準
優
勝
に
は
愛
知
県
の

雲
手
（
36
・
４
）
が
続
い
た
。

な
お
、
内
閣
総
理
大
臣
杯

の
栄
誉
は
組
手
優
勝
、
形
３

位
を
果
た
し
た
東
京
都
に
贈

ら
れ
た
。
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上／都道府県形で優勝した茨城県の息のあった
五十四歩小。

下／内閣総理大臣杯は、組手優勝、形３位に入
った東京都が獲得。

組
手
の
決
勝
は
、
駒
澤
大
VS
京
都
産
業
大
。

先
鋒
戦
で
石
井
詳
馬
（
駒
澤
大
）
が
荒
賀
龍
太

郎
（
京
都
産
業
大
）
に
勝
利
し
、
勢
い
に
乗
っ
た

駒
澤
大
は
副
将
の
佐
藤
光
介

（
駒
澤
大
）
が
北
原
栄
五
郎

（
京
都
産
業
大
）
を
退
け
、
３

勝
目
。
７
年
連
続
と
な
る
17

回
目
の
優
勝
を
決
め
た
。

形
の
部
で
も
駒
澤
大
が

「
一
ヶ
月
前
か
ら
練
習
を
始
め

た
」
と
い
う
岩
鶴
（
37
・
５
）

で
、
前
回
王
者
の
国
士
舘
大

の
五
十
四
歩
大
（
37
・
０
）
を

退
け
、
王
座
奪
還
に
成
功
。

上／大学形を制したのは、駒澤大。「一ヶ月前
から練習を始めた」という初挑戦の岩鶴で35回
目の優勝。

下／大学組手で７年連続17回目の優勝を飾った
駒澤大。文部科学大臣杯を獲得。

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
駒
澤
大
が
岩
鶴
で
、
青
山

学
院
大
（
直
轄
大
学
）
の
五
十
四
歩
小
を
０
・
１

差
で
振
り
切
り
、
２
連
覇
。

組
手
の
決
勝
は
、
３
大
会
連
続
で
大
正
大

（
直
轄
大
学
）
VS
駒
澤
大
（
直
轄
大
学
）。

先
鋒
戦
は
駒
澤
大
の
小
久
保
楓
が
勝
利
し
、
続

く
中
堅
戦
は
大
正
大
の
田
邊

梨
加
子
が
取
り
返
し
て
、
一

勝
一
敗
。
大
将
戦
は
、
石
塚

明
日
美
（
大
正
大
）
が
跳
び

込
ん
で
く
る
成
岡
葉
子
（
駒

澤
大
）
に
上
段
突
き
を
合
わ

せ
て
、
大
正
大
を
２
年
ぶ
り

５
回
目
の
優
勝
に
導
い
た
。

形
の
部
で
は
、「
ぐ
ら
つ
い

て
も
良
い
か
ら
、
堂
々
と
や

れ
」
と
大
石
武
士
師
範
か
ら

上／女子形は、岩鶴を演武した駒澤大（直轄大
学）が２年連続６回目の優勝に輝いた。「岩鶴
は初挑戦だった。一か八かの状況でよく結果を
残してくれた」と大石智子監督。

下／一昨年から続く同じ顔合わせとなった決勝
戦。駒澤大を下し、女子組手で２年ぶり５回目
の優勝に輝いた大正大（直轄大学）

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報
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大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

団
体
組
手
決
勝
は
、
東
北
学
院
高
（
宮
城
）

VS
福
岡
県
本
部
（
福
岡
）。

中
高
一
貫
教
育
の
東
北
学
院
高
で
中
学
一

年
生
か
ら
始
め
た
先
鋒
の
北
村
が
、
突
き
を

連
続
で
極
め
２
―
１
。
続
い
て
中
堅
の
エ
ー

ス
・
菅
原
が
２
―
０
で
勝
利
。
大
将
戦
を
待

た
ず
し
て
、
東
北
学
院
高
が
優
勝
を
決
め
、

文
部
科
学
大
臣
杯
を
獲
得
し
た
。

男
子
個
人
組
手
決
勝
は
、
村
田
匠
（
宮
城
）

が
気
迫
溢
れ
る
組
手
で
岩
丸
龍
吾
（
福
岡
）

を
下
し
、
頂
点
へ
と
昇
り
詰
め
た
。

女
子
個
人
組
手
は
、
永
瀬
さ
く
ら
（
福
島
）

が
決
勝
で
梶
井
美
歩
（
静
岡
）
に
連
続
で
突

き
を
極
め
、
30
秒
で
優
勝
を
決
め
た
。
男
女

と
も
に
組
手
の
勝
利
者
に
は
、
文
部
科
学
大

臣
杯
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
男
子
個
人
形
は
橋
口
拳
吾
（
福
岡
）

が
キ
レ
の
あ
る
燕
飛
（
36
・
６
）、
女
子
個

人
形
は
高
橋
愛
季
（
宮
城
）
が
力
強
い
岩
鶴

（
36
・
６
）
で
栄
冠
に
輝
い
た
。

高校生男子形の頂点に立っ
た橋口拳吾（福岡）の燕飛。

高校生男子組手・決勝は、中段突きの打ち
合いを制した村田匠（宮城・写真右）が岩
丸龍吾（福岡）を下し、優勝。

高校生女子形を制した高橋
愛季（宮城）の岩鶴。

高校生団体組手は準優勝に終わった福岡県
本部（福岡）だが、団体形は息のあった燕
飛で見事に優勝。

高校生団体組手は、東北学院高（宮城）が
初優勝。

高校生女子組手の決勝は、序盤から攻めの
姿勢を崩さなかった永瀬さくら（福島）が
梶井美歩（静岡）に勝利。

高校生男子 ①村田匠（宮城） ②岩丸龍吾（福岡）
③渡辺奎佑（京都）、岩丸幸吾（福岡）

高校生女子 ①水瀬さくら（福島） ②梶井美歩（静岡）
③中嶋優花（新潟）、伊藤優菜（青森）

一 般 男 子 ①猪越悠介（指定） ②粂田力（指定）
③志水亮介（指定）、芳賀章（東京）

一 般 女 子 ①奥家沙都美（指定） ②高橋優子（指定）
③塚本めぐみ（本部推薦）、山田小百合（本部推薦）

高校生男子 ①橋口拳吾（福岡） ②岩丸幸吾（福岡）
③笹森悠太（青森）

高校生女子 ①高橋愛季（宮城） ②上杉ユミ（埼玉）
③柴崎暢子（埼玉）

一 般 男 子 ①栗原一晃（本部推薦） ②斉藤祐樹（指定）
③大隈広一郎（本部推薦）

一 般 女 子 ①城田貴樹（指定） ②大島望（指定）
③ウォーターハウス美希（兵庫）

高校生男子 ①東北学院高校 ②福岡県本部 ③岩出山支部

女　　　子 ①大正大学 ②駒澤大学 ③峻空会

大　　　学 ①駒澤大学 ②京都産業大学 ③国士舘大学

一　　　般 ①墨田支部B ②武士道場 ③墨田支部Ａ

都 道 府 県 ①東京都 ②京都府 ③福岡県

高校生男子 ①福岡県本部 ②光星学院高校 ③新潟県本部

女　　　子 ①駒澤大学 ②青山学院大学 ③大正大学

大　　　学 ①駒澤大学 ②国士舘大学 ③拓殖大学

一　　　般 ①墨田支部B ②墨田支部Ａ ③上市支部

都 道 府 県 ①茨城県 ②愛知県 ③東京都

＊内閣総理大臣杯／猪越悠介（一般男子個人戦組手優勝）、奥家沙都美（一般女子個人
戦組手優勝）、東京都（都道府県対抗戦組手優勝）

＊文部科学大臣杯／駒澤大学（大学団体戦優勝）、東北学院高（高校生団体戦優勝）、村
田匠（高校生男子個人戦組手優勝）、水瀬さくら（高校生女子個人戦組手優勝）

東
北
学
院
高
、

文
部
科
学
大
臣
杯
！

高

校

生

団

体

＆

個

人

結　　果

団体戦　組手の部 個人戦　組手の部

団体戦　形の部

個人戦　形の部



▼▼ 男
女
１
部
リ
ー
グ

男
１
部
リ
ー
グ
（
６
校
）
の
本
命
は
、

秋
期
リ
ー
グ
の
覇
者
・
駒
大
。
初
戦
で

国
士
舘
（
秋
期
リ
ー
グ
２
位
）
を
３
―

２
で
下
す
と
、
大
正
大
（
秋
期
リ
ー
グ

３
位
）
も
４
―
１
で
飲
み
込
ん
で
全
勝

優
勝
。

６
校
で
争
わ
れ
る
女
子
１
部
リ
ー
グ

戦
に
お
い
て
も
、
駒
大
の
な
で
し
こ
が

国
士
舘
（
秋
期
リ
ー
グ
１
位
）
を
３
―

０
、
大
正
大
（
秋
期
リ
ー
グ
３
位
）
を

２
―
１
で
次
々
に
破
っ
て
、
全
勝
優
勝

を
果
た
し
た
。

92
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
。

駒
大
の
一
年
同
士
で
争
わ
れ
た
決
勝
戦

は
、「
準
決
勝
・
再
試
合
で
、
上
段
突

き
を
極
め
た
上
田
宰
佑
も
、
決
勝
の
相

手
で
あ
る
佐
藤
裕
也
も
、
い
つ
も
練
習

し
て
い
る
同
期
。
勝
ち
負
け
よ
り
も
自

分
が
納
得
で
き
る
技
を
出
し
た
い
」
と

い
う
石
井
詳
馬
が
、
開
始
一
分
過
ぎ
に

上
段
突
き
を
極
め
る
と
、
さ
ら
に
佐
藤

の
攻
撃
を
捌
き
な
が
ら
上
段
突
き
を
叩

き
込
ん
で
、
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

女
子
個
人
＆
2
〜
3
部

65
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

女
子
個
人
戦
。
決
勝
へ
と
駒
を

進
め
た
の
は
、椎
名
舞（
拓
大
）。

決
勝
の
相
手
は
、
準
決
勝

で
妹
の
優
（
拓
大
）
を
下
し

た
木
原
明
日
香
（
駒
大
）。

椎
名
は
先
制
さ
れ
る
も
、

攻
め
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
。
中

大 会 結 果

男
子
１
部

リ
ー
グ
戦

男
子
2
部

リ
ー
グ
戦

男
子
3
部

リ
ー
グ
戦

女
子
１
部

リ
ー
グ
戦

女
子
2
部

リ
ー
グ
戦

男
子
個
人
戦

女
子
個
人
戦
男
子

優
秀
選
手

女
子

優
秀
選
手

男
子
入
れ
替
え
戦
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盤
過
ぎ
に
逆
体
か
ら
の
上
段
突
き
で
追
い
つ
く

と
、
残
り
30
秒
で
コ
ー
ナ
ー
へ
と
追
い
詰
め
、

左
上
段
突
き
を
極
め
て
、
逆
転
勝
利
。

男
子
２
部
リ
ー
グ
戦
（
６
校
）
は
、
拓
大
が

全
勝
優
勝
。
男
子
入
れ
替
え
戦
で
も
、
５
―
０

で
東
経
大
を
破
り
、
１
部
昇
格
を
果
た
し
た
。

女
子
２
部
リ
ー
グ
戦
（
16
校
）
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
決
勝
は
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
防
衛

大
VS
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
筑
波
大
医
学
部
。

大
将
戦
ま
で
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、
１
―
１
か

ら
住
田
が
上
段
突
き
を
極
め
、
防
衛
大
が
接
戦

を
制
し
た
。

男
子
３
部
リ
ー
グ（
14
校
）
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

決
勝
は
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
日
大
歯
学
部
が
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
上
智
大
を
退
け
て
優
勝
。

入
れ
替
え
戦
で
は
、
日
大
歯
学
部
が
農
獣
医

を
、
上
智
大
が
高
経
大
を
下
し
て
、
２
部
昇
格

を
決
め
た
。

優勝　駒澤大
２位　大正大
３位　千葉工業大
４位　国士舘大
５位　青山学院大
６位　東京経済大

優勝　拓殖大
２位　防衛大
３位　関東学院大
４位　自治医科大
５位　高崎経済大
６位　日大農獣医

優勝　日大歯学
２位　上智大
３位　筑波大医学部
４位　首都大

優勝　駒澤大
２位　大正大
３位　国士舘大
４位　拓殖大
５位　青山学院大
６位　千葉工業大

優勝　防衛大
２位　筑波大医学部
３位　東京経済大
４位　上智大

優勝　石井　詳馬（駒大）
２位　佐藤　裕也（駒大）
３位　廣瀬　由貴（国士大）
３位　上田　宰佑（駒大）

優勝　椎名　舞（拓大）
２位　木原　明日香（駒大）
３位　椎名　優（拓大）
３位　吉田亜沙美（大正大）

佐藤　光介（駒大）
飯村　吏毅哉（大正大）
菅原　元太郎（千工大）

小久保　楓（駒大）
石塚　明日美（大正大）
大澤　晴香（国士舘）

拓殖大
防衛大

2部昇格
日大歯学部
上智大

男子２部リーグ戦全勝優勝、拓殖大。来
期１部へ。

女子２部リーグ戦優勝の防衛大。

女子個人組手決勝、残り30秒で上段突きを極め、逆転した
拓殖大４年の椎名舞（写真右）

男子個人組手決勝で駒澤大の一年、石井詳馬（写真右）と
佐藤裕也が激突。

団体組手で男女とも
全勝（５勝）優勝した
駒澤大学。個人戦で
も１年生が頑張った。

日
時
　
2
0
0
9
年
5
月
17
日(

日
曜
日)

場
所
　
駒
澤
大
学
体
育
館

主
催

（
社
）
日
本
空
手
協
会
関
東
学
生
会

協
力

（
社
）
日
本
空
手
協
会
・
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合
会

去
る
５
月
17
日
（
日
曜
日
）、
駒
澤
大
学
体
育
館
に
お
い
て
、

関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
48
大
学
約

5
0
0
名
が
参
加
し
た
。



船
越
先
生
と
の
出
会
い

―
―
生
年
月
日
と
出
身
地
を
教
え
て
下
さ
い
。

１
９
２
４（
大
正
13
）
年
10
月
４
日
生
ま
れ
。
出

身
は
愛
知
県
の
知
多
郡
（
名
古
屋
市
の
南
、知
多
半

島
）。
三
人
兄
妹
の
長
男
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。

子
供
時
代
は
い
た
っ
て
普
通
の
子
供
で
し
た
ね
。

―
―
空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

空
手
を
始
め
た
の
は
、
興
亜
専
門
学
校
（
後
の

亜
細
亜
大
）
に
入
学
し
た
18
歳
の
頃
。
も
ち
ろ
ん
、

現
在
の
よ
う
に
空
手
は
一
般
的
で
は
な
く
、
そ
の

存
在
を
知
る
者
は
周
囲
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
日
の
こ
と
、
沖
縄
か
ら
学
び
に

来
て
い
た
学
生
が
、
平
安
の
型
（
沖
縄
で
は
中
学

校
の
時
、
体
育
の
授
業
で
平
安
の
型
を
行
う
）
を

練
習
し
て
い
る
の
を
偶
然
見
か
け
、「
こ
れ
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。

当
時
は
、
柔
道
・
剣
道
は
必
修
で
し
た
が
、
小

柄
な
私
は
、
そ
れ
で
は
強
く
な
れ
な
い
と
感
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。

私
は
す
ぐ
に
課
外
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
空
手
ク
ラ
ブ
へ
入
部
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
ク
ラ
ブ
の
様
子
を
教
え
て
下
さ
い
。

部
員
は
十
数
名
。
練
習
は
授
業
が
終
わ
っ
た

後
、
夕
方
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

指
導
頂
い
た
先
生
は
、
林
義
明
先
生
で
当
時
40

代
、
日
産
化
学
の
重
役
を
務
め
て
い
た
方
で
し
た
。

き
ち
ん
と
し
た
道
着
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
皆
情
熱
に
溢
れ
、
私
も
懸
命
に
練
習
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
”
近
代
空
手
の

父
“
船
越
義
珍
先
生
の
松
濤
館
に
も
通
い
始
め
た

そ
う
で
す
が
…
。

ク
ラ
ブ
の
一
年
上
の
先
輩
が
松
濤
館
に
通
っ

て
お
り
、
そ
の
話
を
聞
い
て
訪
ね
て
み
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
。

初
め
て
訪
ね
た
日
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後

で
し
た
の
で
、
日
も
暮
れ
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

闇
が
深
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
辿
り
着
け
な

い
と
思
っ
た
私
は
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
に
「
松
濤
館
は
ど
こ
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
、「
つ
い
て
き
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
し
ば
ら
く
歩
い
て
か
ら
、「
こ
こ
で

す
よ
」
と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
に
礼
を
言
っ
て
別
れ
、
心
を
静

め
た
後
、
松
濤
館
の
中
に
入
る
と
、
そ
の
お
ば

あ
さ
ん
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
船
越
先
生
だ
っ
た
の
で

す
（
笑
）。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
小
柄
な
が
ら
も

胸
板
も
厚
く
、
若
い
頃
よ
ほ
ど
鍛
錬
な
さ
れ
た

の
だ
な
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

入
門
を
許
さ
れ
た
私
は
そ
の
後
、
週
２
回
程

度
通
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
学
校
が
全
寮
制

で
あ
っ
た
た
め
、
１
年
生
の
頃
は
な
か
な
か
外

出
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
）。

―
―
松
濤
館
で
は
ど
の
よ
う
な
稽
古
を
し
た
の

で
す
か
？

松
濤
館
に
入
っ
て
、
一
番
始
め
に
練
習
し
た

こ
と
は
、
八
字
立
ち
か
ら
の
中
段
突
き
で
す
。

船
越
先
生
は
、
口
で
は
あ
ま
り
説
明
せ
ず
、

自
ら
が
模
範
を
見
せ
て
、
我
々
が
見
よ
う
見
ま

ね
で
そ
れ
を
学
び
取
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

基
本
、
型
、
組
手
、
鍛
錬
（
外
に
マ
キ
ワ
ラ
が

あ
り
、
そ
れ
を
突
く
な
ど
）
を
行
い
ま
し
た
が
、

現
在
に
比
べ
る
と
シ
ン
プ
ル
な
稽
古
で
し
た
ね
。

組
手
も
試
合
制
度
が
な
か
っ
た
の
で
、
地
稽

古
に
近
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

八
王
子
に
住
ん
で
い
た
故
・
岡
野
友
三
郎
氏

（
松
濤
館
岡
野
派
宗
家
／
空
手
道
謙
交
塾
）も
、
道

場
の
内
外
で
会
い
、
汗
を
流
し
た
同
門
で
す
。

―
―
初
段
を
取
っ
た
時
の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

試
験
の
内
容
は
、
基
本
、
型
、
組
手
（
一
本

組
手
）
で
し
た
ね
。
二
段
に
な
る
と
組
手
が
自

由
一
本
、
三
段
が
自
由
組
手
と
な
り
ま
す
。

船
越
先
生
は
正
面
に
鎮
座
し
、
じ
っ
と
我
々

の
様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

側
に
紙
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
良
い

と
○
、
悪
い
と
×
が
記
さ
れ
ま
し
た
。
性
格
は
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第一回　杉浦初久二首席師範

大先輩の生き様から学び、人生の指標を探るこ
のコーナー。記念すべき第一回は、「空手は人生
そのもの。私にはそれしかない。それだけです」
と語る杉浦初久二首席師範の足跡を追った。

昭和33～34年頃、椿山荘の塔の前で撮
影された一枚。

時に厳しく、時にやさしく、慈愛に満ちたまなざしで全国大会を見守っ
ていた杉浦首席師範。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
穏
や
か
だ
っ
た
の
で
す
が
、
技
術
を
見
る
眼
、

人
間
を
見
る
眼
は
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

基
本
や
組
手
の
審
査
を
手
伝
っ
て
い
た
中
山
正

敏
先
生
（
前
・
首
席
師
範
）
ら
が
○
を
つ
け
て
い

て
も
、
船
越
先
生
が
×
を
つ
け
る
と
、
絶
対
に
試

験
は
受
か
ら
な
い
。
中
山
先
生
は
「
老
（
ろ
う
）

さ
ん
」
と
船
越
先
生
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

「
老
さ
ん
に
ま
た
×
を
つ
け
ら
れ
た
よ
…
」
と
よ

く
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
ね
（
笑
）。

―
―
船
越
先
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

戦
後
、
空
手
協
会
の
岡
山
支
部
が
で
き
た
時
の

こ
と
で
す
。
中
山
先
生
と
お
供
す
る
こ
と
に
な
り
、岡

山
市
に
あ
る
西
大
寺
と
い
う
所
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
船
越
先
生
と
散
歩
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ぜ
道
を
下
駄
履
き
で

歩
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
ぬ
か
る
み
に
足
を

取
ら
れ
、
何
度
も
滑
り
そ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
船
越
先
生
も
つ
る
っ
と
い
き
ま
し
た
が
、

瞬
時
に
足
腰
を
締
め
、
無
意
識
に
後
屈
立
ち
と

な
っ
て
、
転
倒
を
防
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
「
後
屈
立
ち
は
こ
う
い
う
時
に

役
立
つ
の
で
す
よ
」
と
微
笑
み
か
け
ま
し
た
。

船
越
先
生
か
ら
見
れ
ば
、
私
は
孫
の
よ
う
な
年

頃
。
こ
の
よ
う
な
具
合
に
何
か
に
つ
け
て
、「
こ

う
い
う
時
は
、
こ
う
す
る
の
で
す
よ
」
と
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。

〈
次
号
・
後
編
へ
と
続
く
〉

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～



第
二
回
／
田
中
昌
彦
・
副
首
席
師
範
補

１
９
８
０
年
11
月
、
西
ド
イ
ツ
・
ブ
レ
ー
メ

ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
I
A
K
F
世
界
大

会
・
団
体
組
手
決
勝
。

地
元
・
西
ド
イ
ツ
は
身
体
能
力
を
活
か
し
た

闘
志
溢
れ
る
組
手
を
展
開
し
、
日
本
を
飲
み
込

も
う
と
し
て
い
た
。

先
鋒
戦
で
日
本
が
痛
恨
の
反
則
負
け
（
完
全

一
本
に
相
当
）、
中
堅
戦
で
も
星
を
落
と
し
、

二
勝
二
敗
で
迎
え
た
大
将
戦
。

「
引
き
分
け
で
も
敗
北
」
い
う
重
圧
の
中
、
40

歳
で
あ
っ
た
田
中
昌
彦
・
副
首
席
師
範
補
（
以

下
敬
称
略
）
は
コ
ー
ト
中
央
へ
と
進
ん
だ
。

対
戦
相
手
の
ビ
ッ
ト
ゲ
ン
も
星
勘
定
は
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ジ
リ
ジ
リ
と
詰
め
寄
り
、

気
力
で
包
み
込
も
う
と
す
る
田
中
の
周
り
を
グ

ル
グ
ル
ま
わ
る
消
極
的
な
戦
法
を
取
っ
た
。

そ
し
て
、
瞬
く
間
に
１
分
間
が
過
ぎ
た
。

日
本
の
不
敗
神
話
崩
壊
ま
で
残
り
50
秒
。
必

勝
を
託
さ
れ
た
男
は
、
現
役
最
後
の
試
合
で
い

か
な
る
奇
跡
を
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

―
―
前
に
出
る
し
か
な
い
田
中
先
生
は
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
攻
め
を
見
せ
た
の
で
す
か
？

「
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
」
と
感
じ
た
私
は
ビ

ッ
ト
ゲ
ン
を
気
で
押
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
に
追
い

つ
め
る
と
、
中
段
廻
し
蹴
り
を
放
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
金
的
を
か
す
め
、
反
則
注
意
。
深

く
入
れ
ば
、
試
合
が
終
わ
っ
て
い
た
だ
け
に
肝

を
冷
や
し
ま
し
た
。

試
合
後
半
に
な

っ
て
も
流
れ
は
変

わ
ら
ず
、
残
り
30

秒
の
合
図
で
一
気

に
勝
負
を
か
け
る

し
か
な
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

―
―
し
か
し
、
勝

負
を
掛
け
よ
う
と

思
っ
た
矢
先
に
最

大
の
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
襲
っ
た
そ
う

で
す
が
…
。

伏
兵
は
頭
上
か
ら
降
り
注
ぐ
「
ド

イ
ツ
ラ
ン
ド
」
の
大
声
援
で
し
た
。

主
審
も
30
秒
前
の
ゴ
ン
グ
が
聞
こ
え

ず
、
コ
ー
ル
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
間
に
も
残
り
９
・
８
・
７
…
…
と
時
計

の
針
は
進
み
、
後
輩
の
悲
痛
な
叫
び
で
、
私
は

よ
う
や
く
そ
の
事
態
に
気
づ
き
ま
し
た
。

―
―
ま
さ
に
絶
体
絶
命
。
奇
跡
で
も
起
こ
さ
な

い
限
り
、
逆
転
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
賭
け
に
出
ま
し
た
。
今
ま
で
と

同
じ
く
相
手
を
追
い
回
し
て
も
、
間
合
い
を
詰

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に
攻
め
る
気
持
ち

を
捨
て
、
構
え
を
解
き
、
ス
ゥ
ー
ッ
と
気
を
抜

い
た
の
で
す
。

す
る
と
、
緊
張
状
態
で
あ
っ
た
ビ
ッ
ト
ゲ
ン

も
私
の
意
外
な
弛
緩
に
つ
ら
れ
、
ふ
っ
と
気
を

抜
き
ま
し
た
。
虚
の
状
態
で
す
。
私
は
こ
の
一

瞬
を
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
り
時
間
１
秒
。
空
を
割
い
て
跳
ぶ
中
段
半

回
し
蹴
り
。「
バ
シ
ッ
」
と
胴
を
打
つ
乾
い
た
音
。

歓
喜
か
ら
一
転
、
崩
れ
落
ち
る
西
ド
イ
ツ
選
手

団
。
会
場
に
鳴
り
響
く
試
合
終
了
の
ゴ
ン
グ
。

わ
ず
か
１
〜
２
秒
の
出
来
事
で
す
が
、
全
て
が

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

空
手
協
会
の
組
手
ル
ー
ル
は
、
勝
負
一
本
。
真
剣
勝

負
を
制
す
る
一
撃
を
磨
く
た
め
、
王
者
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
・
努
力
を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
第

二
回
目
は
、
組
手
種
目
に
お
い
て
全
国
大
会
優
勝
３

回
、
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｆ
世
界
大
会
二
連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
田
中
昌
彦
・
副
首
席
師
範
補
に
登
場
頂
い
た
。

―
―
勝
利
の
要
因
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
若
い
会
員
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
利
の
要
因
は
、
気
の
入
れ
替
え

の
妙
で
す
ね
。

”
気

“
と
は
、
目
的
に
対
し
て
一
点
に
絞
っ

た
集
中
力
で
あ
り
、
心
技
体
の
調
和
で
す
。

し
か
し
試
合
で
は
、
自
分
の
体
で
は
な
い
の

で
は
…
と
感
じ
る
く
ら
い
興
奮
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
条
件
は
相
手
も
同
じ
で
す
の
で
、
い

ち
早
く
平
常
心
を
取
り
戻
し
、
気
を
集
中
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
一
瞬
で
も
「
こ
の
人
、
苦
手
だ
な
」
と

思
っ
た
ら
、
１
０
０
％
気
力
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
日
頃
の
姿
勢
が
問
わ

れ
ま
す
。
濃
密
な
練
習
量
と
そ
れ
に
裏
付
け
さ

れ
た
自
信
が
真
価
を
発
揮
す
る
の
で
す
。

若
い
会
員
の
皆
様
に
は
、
試
合
時
に
眼
前
の

相
手
に
だ
け
勝
と
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
己
に
打
ち
克
つ
努
力
を
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

1980年、優勝を決めた
蹴りを放つ直前の田中
昌彦・副首席師範補。

田中昌彦・副首席師範補。1941年、東京都出身。日大
農獣医学部卒業、八段。
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全
国
都
道
府
県
会
員
の
技
術
の
統
一
を
目
的

と
し
た
春
季
国
内
外
全
国
合
同
合
宿
。

内
容
を
大
き
く
分
け
る
と
次
の
３
つ
。
①
技

術
講
習
会
　
②
昇
段
審
査
（
四
段
以
上
）
③
資

格
審
査
（
指
導
・
審
判
B
以
上
、
審
査
C
以
上
）。

18
歳
で
弐
段
以
上
な
ら
ば
、
参
加
資
格
が
あ
る
。

16
日
午
前
は
基
本
、
午
後
は
選
定
形
。
17
日

午
前
は
招
待
講
師
指
導
、
午
後
は
組
手
。
18
日

午
前
は
総
合
、
午
後
は
自
由
組
手
・
審
査
。
19

日
午
前
は
、
得
意
形
分
解(

雲
手
・
珍
手
・
二
十

四
歩
な
ど)

・
審
判
実
技
が
行
わ
れ
た
。

谷山 皆さん、お疲れ様でした。小山
先生の指導はいかがでしたか？

・リラックス＆自然体で力を出すことを学びました。（アイルランド）
・呼吸が気に繋がり、それを空手の技に活かすことを知りました。（バーレーン）
・体の使い方、特に内側（丹田）から発生するパワーを突き・蹴りに繋げることに
深く興味を覚えました。（ポルトガル）

・痛みなくして進歩はあり得ないという小山先生らしい言葉が心に残りました。
（チェコ）
・一瞬だけの強さだけでなく、生涯を通じて健康を保つことの重要性を再確認しま
した（インド）

谷山 小山先生は、死に向かって真剣に練習する。堂々と死ぬ（尊厳死）ことについて
も話していましたが、理解できましたか？

・大切なことを話していることは分かったのですが、日本語が多かったので、理解
が難しかったです。（スウェーデン）

・同じ事をやっていたら、脳の活性化に繋がらない。アメリカで44年指導してき
た経験から来る言葉が心に残りました。（ベルギー）

・空手は生涯を通じて学んでいくもの。母国の弟子にも伝えたいですね。（カナダ）

谷山 この合宿に参加することで、世界の仲間達と交流することができます。それも小山先生
が言っていた脳活性化の刺激の一つ。会員の皆さんも気軽に参加してみて下さい。

終了後にインタビューに答えてくれた皆さん。全ての
意見を紹介できずに残念！

写真に入りきらないくらいの人数が集まる空手協会最大の合宿だ。

招
待
講
師
と

し
て
指
導
を
行

っ
た
小
山
正
二

郎
氏
（
米
国
ア

リ
ゾ
ナ
・
八

段
）
は
、
指
導

を
終
え
た
後
、

「
参
加
者
全
員

が
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
財
産
。
技
だ
け
で
な
く
、
誇
る
べ

き
日
本
の
文
化
・
精
神
を
正
し
く
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

丹田を重視した体の使い方等を
指導した小山氏。

合宿には外国から数多くの
修行者が訪れる。恒例とな
った招待講師指導が行われ
た直後、谷山卓也総本部指
導員が感想を聞いた。

去る4月16日（木）～19日（日）、総本部道場において、春季国内外全国合同合宿が
開催され、国内から約300名、海外から約150名参加した。 

去る4月16日（木）～19日（日）、総本部道場において、春季国内外全国合同合宿が
開催され、国内から約300名、海外から約150名参加した。 去る4月16日（木）～19日（日）、総本部道場において、春季国内外全国合同合宿が

開催され、国内から約300名、海外から約150名参加した。 
去る4月16日（木）～19日（日）、総本部道場において、春季国内外全国合同合宿が
開催され、国内から約300名、海外から約150名参加した。 
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バ
シ
ッ
、
バ
シ
ッ
と
朝
の
静
寂
を
破
り
、
道

場
に
響
き
渡
る
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
音
。

汗
を
流
し
て
い
る
の
は
、
空
手
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

北
京
五
輪
の
男
子
柔
道
１
０
０
キ
ロ
超
級
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
石
井
慧
さ
ん
（
23
歳
）
で
す
。

総
合
格
闘
家
へ
の
転
身
を
決
意
し
た
石
井
さ
ん

は
現
在
、
多
く
の
出
稽
古
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

来
た
る
べ
き
デ
ビ
ュ
ー
戦
に
備
え
て
い
ま
す
。

石
井
さ
ん
が
総
本
部
へ
と
足
を
運
ぶ
き
っ
か

け
は
、
今
年
１
月
の
Ｕ
Ｆ
Ｃ
観
戦
（
ア
メ
リ
カ
）。

町
田
嘉
三
さ
ん
（
日
本
空
手
協
会
七
段
・
63
歳
）

と
出
会
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

町
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
と
移

民
。
石
井
さ
ん
の
母
校
・
国
士
舘
の
現
地
法
人
の

理
事
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
人
物
で
す
。

ま
た
町
田
さ
ん
の
二
男
・
Ｌ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ

ん
（
31
歳
）は
去
る
５
月
23
日
、伝
統
空
手
を

ベ
ー
ス
と
し
た
ス
タ
イ
ル
で
、
無
敗
の
ま
ま

総
合
格
闘
技
の
最
高
峰
・
Ｕ
Ｆ
Ｃ
の
ラ
イ
ト

級
王
者
に
な
り
ま
し
た
。

絶
妙
の
距
離
感
を
保
ち
、
相
手
の
打
撃
を

回
避
。
半
身
の
構
え
か
ら
、
予
備
動
作
な
し

で
素
早
く
繰
り
出
さ
れ
る
突
き
・
蹴
り
に
魅

力
を
感
じ
た
石
井
さ
ん
は
「
打
撃
は
伝
統
空

手
で
い
く
！
」
と
決
意
。
３
月
か
ら
Ｌ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
さ
ん
の
も
と
で
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
町
田
さ
ん
か
ら
「
日
本
に
い
る
時
は
総

本
部
へ
」
と
助
言
さ
れ
、
総
本
部
の
門
を
叩
き

ま
し
た
。

総
本
部
で
指
導
に
当
た
っ
た
の
は
、
田
中
昌

彦
・
副
首
席
師
範
補
、
井
村
武
憲
・
副
技
術
局
長

（
共
に
町
田
氏
と
同
じ
日
大
農
獣
医
学
部
出
身
）。

「
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
得
意
技
の
組
み

立
て
を
中
心
に
」
と
い
う
指
導
方
針
に
そ
っ
て

約
１
時
間
半
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

重
点
的
に
行
わ
れ
た
の
は
、
①
足
払
い→

突

き
　
②
出
合
い
の
逆
突
き
　
③
蹴
り→

突
き

④
裏
拳
　
⑤
突
き
連
打
　
⑥
前
蹴
り
。

初
め
て
三
ヶ
月
と
は
思
え
な
い
動
き
を
見
せ

た
石
井
さ
ん
は
練
習
後
、「
本
当
の
プ
ラ
ス
思
考

と
は
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
ド
ン
底
に
見
え
た
光

の
こ
と
で
す
。
私
も
日
々
稽
古
に
打
ち
込
み
、

結
果
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

「怠る者は不満を語り、努力する者は夢を
語る」という石井さんは休みもなく稽古
を続けました。

「松濤館の空手は総合格闘技には合っている」と語る礼儀正しい石井慧さん（写真中央）。

去
る
6
月
17
日
（
水
）、
北
京
五
輪
の
男
子
柔
道
1
0
0
キ
ロ
超
級

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
総
合
格
闘
家
・
石
井
慧
さ
ん
（
23
歳
）

が
総
本
部
道
場
に
訪
れ
、
約
一
時
間
半
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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泉屋誠三師範
みんなよく知っているね。夢や目標は一
生懸命努力しなければ、達成できないも
の。だから、いつも志を忘れないように、
マークにしたり、訓にしたりするんだと
私は考えています。君たちは将来を担う
日本の宝。いっぱい稽古して、たくさん
勉強して立派な大人になって下さい！

高橋ももさん

（初段
・小６

）

太陽の
ように

強く輝

き、月
の如く

優しさ
に

あふれ
た光を

注ぐ。
私

たちに
そうい

う大人
に

なれっ
てこと

んじゃ
な

いのか
な？

山口敢士くん

（初段・
小６）

太陽がし
ずめば、

月が

出てきて
、月がし

ずめ

ば、太陽
がまた昇

る。

宇宙の真
理のこと

を言

っている
んだよ。

三瓶和樹くん（級・小２）空手協会のマークは、赤が“太陽”で、白は“月”なんだよ。

佐藤ひな子さん
（８級・小２）

月と太陽は陰（いん）
と陽（よう）、宇宙の
ことだって、だれかが
言ってた。

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報
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①ここが東
京にある総
本部！

②玄関のみぎ
にある受付の
おくをのぞい
てみよう！

③コッソリ進
んでいくと
…、

④ヒミツの小
さな部屋があ
ります！

⑤ここは指導員が
ひとやすみすると
ころ。あっ、だれ
かゴハンを食べて
いるぞ～

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報



―― 一番はじめにある「人格完成
（じんかくかんせい）に努めること」
って、どういう意味なんですか？

大坂 簡単にいえば、目標です。
「立派な大人になるよう努力しなさ
い」ってことだよ。
この後に続く４つのこと（誠の道、

努力の精神、礼節、血気の戒め）を
道場の中だけでなく、ふだんの生活
でもずっと行えば、立派な人間にな
れるんだ。

―― 二つ目の「誠（まこと）の道を守る
こと」は？

鼻血が出てきたのですが…!?

今月の回答者は、忠鉢考治・指導員です。

鼻から血がでちゃったときの治し方をおしえましょう！
わたしが子どもの頃は、「首のうらをトントンたたく」「しばらく上を向け」といわれてい
ましたが、これは間違いです（笑）。
上を向いていると、鼻血がノドにはいってしまいます。血液を飲むと、
胸やけし、吐いたりします。
正しい方法は、次の通りです。

①道着をゆるめ、リラックス。

②できれば、座らせる。

③やわらかいティッシュを用意。出血している鼻の穴に入れる。

④しばらく鼻をつまむ。もしくは出血している小鼻を押さえ続ける。

通常2～3分程度(小さいお子さんなら1分半～2分)で止まります。

血が止まった後も、鼻の中にある血の
固まりを無理に取ったり、鼻を強くか
んだりしないでね！

Q

A

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報
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優しく質問に答えてくれ
た大坂先生。全国大会で
も何度も優勝したことの
ある先生です！

大坂 自分で良いことと悪いことをし
っかりと判断して、ウソやいつわりの
ない生活を送ることだよ。それを誠
（まこと）の道というんだ。

―― 三つ目の「努力の精神を養うこ
と」は？

大坂 ちょっとだけ努力してもダメ。
くるしくても、頑張って稽古を続けて
いると、きっと技も心も良くなってい
く。そうして学んだ頑張る気持ちは、
勉強など他の場面にも活きてくるはず
だよ。

＜次号へと続く＞
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若手総本部指導員が高校生を熱血指導した。

2
0
0
9
年
度
寒
稽
古
開
催
！

報告／半崎靖雄・根本敬介（広報部）

日
本
空
手
協
会
、

世
界
大
会
延
期

去
る
１
月
26
日
（
月
）
〜
２
月
１
日
（
日
）
の
一
週

間
、
年
内
最
初
の
行
事
で
あ
る
寒
稽
古
が
総
本
部
道

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

延
べ
の
参
加
人
数
は
約
２
０
０
名
（
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
も
海
外
勢
10
名
が
参
加
）。
３

キ
ロ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
後
、
基
本
・
型
・
約
束
組
手
な

ど
で
30
分
汗
を
流
し
、
毎
日
午
前
８
時
に
終
了
し
ま

し
た
。

最
終
日
に
は
、
近
く
の
神
社
に
参
拝
。
祈
願
し
た

後
、
総
本
部
に
戻
り
、
尾
方
弘
二
指
導
員
が
心
を
込

め
て
作
っ
た
お
で
ん
、
カ
レ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
、

寒
稽
古
は
終
了
し
ま
し
た
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

上／皆勤賞の皆さん。前列右から四番目
が皆勤30年の榎本さん、五番目が皆勤49
年の関根さん（総本部）。

右／寒風吹き付ける中、負けじと走る！

去
る
２
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
（
土
日
）、
今

年
で
３
回
目
と
な
る
高
校
生
合
同
稽
古
会
及
び
交
流

試
合
が
B
u
m
b
東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館
で
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
32
校
、
約
４
０
０
人
の
高
校
生
た
ち
が
流

派
を
超
え
て
参
加
し
た
。

一
日
目
の
合
同
稽
古
会
で
は
、
現
役
で
活
躍
す
る

若
手
指
導
員
が
高
校
生
を
指
導
。
男
子
組
手
は
志
水

亮
介
、
猪
越
悠
介
指
導
員
、
女
子
組
手
は
奥
家
沙
都

美
、
高
橋
優
子
指
導
員
、
形
は
栗
原
一
晃
、
粂
田
力

指
導
員
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
で
熱
血
指
導

し
た
。

ま
た
二
日

目
の
交
流
試

合
に
は
、
昨

年
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
で
優

勝
し
て
い
る

世
田
谷
学
園

な
ど
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
強
豪
校

が
多
数
参
加
。

中
原
伸
之
会

長
、
大
坂
可

総
本
部
指
導
員
が

高
校
生
を
熱
血
指
導
！

●参加校（男子）
世田谷学園（東京）、岐阜商業（岐阜）、浜松開誠館
（静岡）、花咲徳栄（埼玉）、常葉学園菊川（静岡）、
東洋大学牛久（茨城）、東北学院（宮城）、埼玉栄
（埼玉）、光明学院相模原（神奈川）、目黒学院（東
京）、栄北（埼玉）、錦城（東京）、能代商業（秋田）、
日本大学鶴ヶ丘（東京）、少年工科（神奈川）、拓殖
大学紅陵（千葉）、高崎経済大学附属（群馬）、松商
学園（長野）、敬愛学園（千葉）、宮崎第一（宮崎）、
麗澤（千葉）、仙台育英学園（宮城）、御殿場西（静
岡）、横浜創学館（神奈川）、東海大学山形（山形）、
日本大学明誠（山梨）、進修館（埼玉）、武蔵工業大
学第二（長野） ※順不同

●参加校（女子）
浜松開誠館（静岡）、花咲徳栄（埼玉）、常葉学園菊
川（静岡）、御殿場西（静岡）、岐阜商業（岐阜）、
作新学園（栃木）、川越（三重）、進修館（埼玉）、
光明学園相模原（神奈川）、敬愛学園（千葉）、和洋
九段女子（東京）、横浜創学館（神奈川）、錦城（東
京）、能代商業（秋田）、日本大学鶴ヶ丘（東京）、
拓殖大学紅陵（千葉）、松商学園（長野）、東洋大学
牛久（茨城）、聖和学園（宮城）、宮崎第一（宮崎）、
麗澤（千葉） ※順不同

今回の企画を運営した尾方弘二師範と高校生を指導し
た総本部指導員。

治
専
務
理
事
の
挨
拶
の
後
、
12
面
も
の
試
合
コ
ー
ト

が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

本
部
指
導
員
に
よ
る
稽
古
と
、
よ
り
多
く
の
高
校

と
の
交
流
試
合
は
、
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
刺

激
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

協会総合王者・栗原一晃指導員は観空大を指導。

日
本
空
手
協
会
・
理
事
会
は
世
界
経

済
の
急
激
な
悪
化
を
考
慮
し
、
本
年
９

月
東
京
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
船
越
義

珍
杯
第
11
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

の
延
期
を
決
定
し
た
。
景
気
好
転
の
見

通
し
が
明
確
に
な
り
次
第
、
新
た
な
日

程
を
発
表
す
る
予
定
。

去
る
４
月
４
〜
５
日
、
東
京
武
道
館

で
行
わ
れ
た
（
財
）
全
日
本
空
手
道
連

盟
主
催
の
平
成
21
年
度
強
化
選
手
選
考

会
に
お
い
て
、
総
本
部
指
導
員
の
志
水

亮
介
（
80
キ
ロ
超
級
）、
栗
原
一
晃

（
男
子
形
）、
一
般
会
員
の
吉
田
直
文

（
男
子
形
）
ら
が
選
出
さ
れ
た
。

総
本
部
指
導
員
ら
が

全
空
連
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
入
り
！

上／最終日、参拝した後の一枚。寒稽古は、朝早
く起きて道場に来るまでにも大切な意味がある。
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
五
嶋
龍
氏
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？

３
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
、
７
歳
で
コ
ン

サ
ー
ト
・
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

世
界
各
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。
21
歳
に
し
て

輝
か
し
い
実
績
を
も
ち
、
か
つ
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
の
五
嶋
氏
が
去
る
６
月
中
旬
、
総
本
部
道
場
を

訪
れ
、
汗
を
流
し
た
。

７
歳
か
ら
空
手
を
始
め
た
五
嶋
氏
は
、現
在
二
段
。

来
日
し
た
際
は「
時
間
の
許
す
限
り
は
稽
古
し
た
い
」

と
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
の
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
間
を
縫
っ
て
、総
本
部
道
場
の
稽
古
に
参
加
。

時
に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
４
ク
ラ
ス
に
参
加
し
、
汗
を

流
す
こ
と
も
あ
る
。

総
本
部
で
練
習
し
て
い
る
会
員
は
ふ
と
周
り
を
見

回
し
て
み
よ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
世
界
的
な
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
隣
に
い
る
か
も
!?

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

五
嶋
龍
氏
、

総
本
部
道
場
で
稽
古
！

去
る
２
月
21
日

（
土
）、
総
本
部
に
お

い
て
師
範
会
の
稽
古

が
開
催
さ
れ
た
。

師
範
会
の
稽
古
と

は
、
七
段
以
上
を
持

ち
、
３
Ａ
の
資
格
を

持
つ
師
範
（
全
国
で

約
60
名
）
が
年
４
回

総
本
部
に
訪
れ
、
指

導
を
受
け
る
も
の

だ
。今

回
は
約
50
名
が

参
加
。会
議
終
了
後
、

本
部
道
場
に
て
、
杉

浦
初
久
二
首
席
師
範

統
括
に
よ
る
稽
古
が

行
わ
れ
、
植
木
政
明

副
首
席
師
範
が
五
十

四
歩
小
な
ど
を
指
導

し
た
。
午
後
は
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

師
範
会
の
稽
古
、

約
50
名
参
加

稽古に参加された皆さん。

去
る
３
月
21
〜
23
、
28
〜

29
日
、
毎
年
恒
例
の
小
･
中

学
生
合
宿
が
開
催
さ
れ
た
。

90
分
を
一
コ
マ
と
し
た
講
義

の
内
容
は
次
の
通
り
。
①
礼

法
②
基
本
③
組
手
④
型
（
抜

塞
・
観
空
・
慈
恩
・
燕
飛
）。

本
部
指
導
員
が
レ
ベ
ル
別
に

指
導
を
行
っ
た
。

３
月
20
〜
22
日
（
金
土
日
）

の
指
導
は
、
杉
浦
初
久
二
、

平
成
20
年
度
小
中
学
生
合
宿

参加した子供たち。未来のチャンピオンだ！

去
る
平
成
21
年

３
月
２
日
、
総
本

部
道
場
で
研
修
生

卒
業
式
が
行
な
わ

れ
た
。

忠
鉢
考
治
研
修

生
は
、
１
９
８
５

年
山
形
県
鶴
岡
市

に
３
人
兄
弟
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
５
歳
の
頃
よ
り
日
本
空
手
協
会
温
海
支
部
（
山

形
県
）
の
鈴
木
智
祐
先
生
の
下
で
空
手
を
始
め
た
。

小
中
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
私
立
学
法
福

島
高
等
学
校
、
帝
京
大
学
に
進
学
し
、
全
国
優
勝
等

の
活
躍
。
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
平
成
19
年
に

総
本
部
研
修
生
の
門
を
叩
い
た
。
先
日
行
な
わ
れ
た

研
修
生
卒
業
試
験
を
見
事
合
格
し
、
２
年
間
の
特
別

研
修
課
程
を
無
事
修
了
。
今
後
は
、
更
な
る
技
の
研

鑽
と
、
空
手
道
普
及
の
た
め
、
総
本
部
指
導
員
と
し

て
活
躍
す
る
。

卒
業
後
「
研
修
生
に
な
っ
て
か
ら
様
々
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
苦
し
い
こ
と
も

忠
鉢
考
治
研
修
生
の
卒
業
式

沢
山
あ
り
、投
げ
出
し
た
く
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
辛
い
時
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
、
先
生
、
先

輩
方
に
支
え
て
頂
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
技
術
面
、
精
神
面
の
向

上
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

田
中
昌
彦
、
大
坂
可
治
、

小
倉
靖
典
、
今
村
富
雄
、

泉
屋
誠
三
、
小
林
邦
雄
、

平
山
裕
子
。

３
月
28
〜
29
日
（
土
日
）

の
指
導
は
、
杉
浦
初
久
二
、

井
村
武
憲
、
半
崎
靖
雄
、

中
達
也
、
大
隈
広
一
郎
、

奥
家
沙
都
美
、
志
水
亮
介
、

高
橋
優
子
。

参
加
者
の
父
母
か
ら
は

「
６
時
間
で
全
て
を
学
び
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

後
の
良
い
刺
激
に
な
る
の
で

は
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

中原会長から卒業証書が授与された
忠鉢考治指導員。

50周年周年記念大会では演奏も行った
五嶋龍氏（ニューヨーク森道場所属）。

植木副首席師範による指導
の様子。



J
K
A
ス
ロ
ベ
ニ
ア
指
導
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
合
宿

２
０
０
９
年
５
月
28
〜
31

日
、
J
K
A
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、

５
回
目
と
な
る
J
K
A
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

合
宿
を
開
催
。
ト
ル
コ
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
共
和
国
と

ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
２
５
５
人

の
空
手
家
と
関
係
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

指
導
し
て
頂
い
た
先
生
は
、
田
中
昌
彦
先
生
、

高
橋
敏
先
生
（
共
に
総
本
部
）、
澤
田
和
弘
先

生
（
J
K
A
ベ
ル
ギ
ー)

、
内
藤
武
史
先
生
（
J

K
A
イ
タ
リ
ア
）。

28
〜
29
日
に
茶
色
と
黒
帯
は
指
導
者
稽
古
に

参
加
し
、
30
〜
31
日
は
全
て
の
会
員
が
合
宿
に

参
加
し
ま
し
た
。

田
中
先
生
が
基
本
、
高
橋
先
生
が
組
手
を
指

導
。
そ
の
後
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ス
分
け

さ
れ
、
各
自
が
平
安
初
段
、
鉄
騎
初
段
、
抜
塞

大
、
慈
恩
、
燕
飛
、
観
空
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
後
に
昇
段
、
資
格
取
得
試

験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

J
K
A
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
全
て
の
皆
さ
ん
と
ご
指
導
頂
い
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
明
し
ま
す
。

（
報
告
／
J
K
A
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）

このイベントは、ブランコ・ガブロベック氏（JKAスロベニア代
表）、丸山茂治氏（在スロベニア日本国大使）、ブランコ・ロブニ
カー氏（博士・スロベニア政府代表）の尽力によって開催された。
www.jka-slovenija.si

From
スロベニア
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平
成
21
年
２
月
22
日(

日)

兵
庫
県
立
武
道
館
（
姫
路
市
）

に
お
い
て
、
総
本
部
よ
り
小

倉
靖
典
指
導
員
、
高
橋
敏
指

導
員
を
お
迎
え
し
て
、
兵
庫

県
本
部
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

各
支
部
指
導
員
を
始
め
と

し
て
、
小
･
中
学
（
３
級
以

上
）
75
名
、
一
般
75
名
、
総

勢
１
５
０
名
が
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

午
前
の
部
２
時
間
の
講
習

は
、
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
指
導
し
て
頂
い
た
の

は
、
前
屈
立
ち
で
の
半
身
か
ら
正
面
へ
の
腰
の

回
転
の
仕
方
で
す
。「
水
平
に
腰
を
回
転
さ
せ

る
為
に
し
っ
か
り
と
し
た
立
ち
方
と
、
膝
か
ら

上
の
太
腿
の
回
転
に
注
意
を
払
う
事
が
重
要
で

あ
る
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
は
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
逆

突
き
で
す
。
三
人
一
組
に
な
り
、
前
後
の
膝
を

固
定
さ
せ
て
の
逆
突
き
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

基
本
だ
け
で
も
一
時
間
は
越
え
て
お
り
ま
し
た
。

あ
と
は
、
揚

受
、
寝
転
ん

で
の
蹴
り
の

練
習
で
す
。

お
昼
ま
で
後

少
し
、
体
の

方
も
相
当
疲

れ
が
溜
ま
っ

て
き
た
と
こ

ろ
で
、
や
は

り
あ
り
ま
し

た
！
　
後
屈
立
ち
の
ご
指
導
。
何
と
か
持
ち
こ

た
え
て
、
午
前
の
部
は
終
了
。

午
後
か
ら
の
２
時
間
、
小
･
中
学
は
高
橋
敏

指
導
員
、
一
般
は
小
倉
靖
典
指
導
員
に
分
か
れ

て
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
小
･
中
学
の
指
導

内
容
は
、
基
本
移
動
・
基
本
組
手
・
形
は
抜
塞

大
・
観
空
大
・
慈
恩
・
燕
飛
と
盛
り
沢
山
の
内

容
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
形
で
指
導
を
受

け
る
の
は
初
め
て
と
い
う
子
も
多
く
、
最
初
は

戸
惑
い
、
気
合
も
小
さ
か
っ
た
で
す
が
、
高
橋

From
兵庫県本部
巡回指導講習会

小倉靖典指導員の指導を受ける会員。

敏
指
導
員
の
優
し
く
、
そ
し
て
時
に
は
厳
し
い

ご
指
導
に
慣
れ
て
、
最
後
に
は
皆
素
晴
ら
し
い

気
合
を
発
し
て
お
り
ま
し
た
。

一
般
は
形
、
岩
鶴
・
五
十
四
歩
小
を
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。

技
の
意
味
･
解
釈
、
時
折
実
践
で
の
応
用
例

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
優
し
く
丁
寧
に
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
形
の
中
で
、
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
技
に
お
い
て
は
、
繰
り
返
し
練

習
し
、
実
演
を
交
え
て
ご
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
の
４
時

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
巡
回
指
導
は
、
各
自
の
こ
れ
か
ら
の

練
習
に
役
立
ち
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
分
か
り
や
す
く
、
熱
意
あ
る
ご
指

導
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
両
先
生
に
対
し
、
兵

庫
県
本
部
指
導
者
及
び
参
加
者
一
同
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

（
報
告
／
兵
庫
県
本
部
事
務
局
長
・
宮
森
俊
昌
）

岡
本
秀
樹
師
範
（
お
か
も
と
・
ひ
で
き
＝
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
地
区
理
事
・
九
段
）
が
４
月
30
日
、

癌
で
死
去
、
67
歳
。

岡
本
師
範
は
国
士
舘
大
入
学
後
に
空
手
道
部
を
創
立
。
卒
業
後
（
社
）
日
本
空
手
協
会
研
修
生
と
し

て
入
所
。
研
修
生
終
了
後
は
日
本
青
年
海
外
協
力
隊
（
J
O
C
V
）
と
し
て
、
シ
リ
ア
中
央
警
察
学
校

へ
派
遣
。
中
東
に
空
手
の
種
を
蒔
き
、
そ
の
後
も
現

地
に
残
り
、
ア
ラ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
要
望
に
応

え
て
、
無
償
で
空
手
の
普
及
に
尽
力
し
て
き
た
。

６
月
19
日
午
後
２
時
よ
り
、
九
段
会
館
・
真
珠
の
間

に
お
い
て
、
”
岡
本
秀
樹
お
別
れ
の
会
“
が
執
り
行

わ
れ
、
１
５
０
名
以
上
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
そ
の

早
い
死
を
惜
し
ん
だ
。
主
催
は
社
団
法
人
日
本
空
手

協
会
お
よ
び
国
士
舘
大
学
空
手
道
部
O
B
会
。

在りし日の岡本秀樹師範（写
真左）
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●小学校1・2年 ①藤原昂大（名古屋中川支部）②小林諄
也（岡崎支部）③各務弘一（名古屋中川支部）、本田まな
み（愛知県本部）

●小学校3年　①平野友菜（岡崎支部）②上野航平（名古屋
中川支部）③山中健生（名古屋中川支部）、引間陽平（岡
崎支部）

●小学校4年　①乙子トオル（尾張支部） ②野田瑛一（尾張
支部）③篠田凌也（尾張支部）、渡辺かれん（知多支部）

●小学校5年　①平野雅大（岡崎支部） ②小林祐貴（岡崎支
部）③乙子舞人（尾張支部）、三島充規（岡崎支部）

●小学校6年　①水野竜佑（春日井支部）②河野直樹（尾張支
部）③松本あすか（名古屋中川支部）、志水幹太（知多支部）

●中学校男子 ①小林泰志（春日井支部） ②田名邊朋成
（春日井支部）③松本亮（名古屋中川支部）、土屋拓諒（春
日井支部）

●中学校女子 ①浅倉舞（名古屋中川支部）②鈴木香穂（碧
南支部）③大釜まり（岡崎支部）

●高校男子 ①江口直也（名古屋中川支部）②原和也（名古
屋中川支部）③高平駿（岡崎支部）

●高校・一般女子 ①高垣奈都美（名古屋中川支部）②江藤
茜（愛知学院大学）③伊藤有利菜（愛知学院大学）

●一般男子 ①芥川昌宏（愛知学院大学）②川合淳貴（愛知学
院大学）③柚木健彰（愛空会）、谷村正和（愛知学院大学）

●小学校1・2年 ①小林諄也（岡崎支部）②前田雄祐（美
浜支部）③大川雄大（名古屋中川支部）

●小学校3年 ①平野友菜（岡崎支部）②山中健生（名古屋
中川支部）③大川涼（名古屋中川支部）

●小学校4年 ①鳥居直也（名古屋中川支部）②野田瑛一
（尾張支部）③乙子トオル（尾張支部）
●小学校5年 ①三島充規（岡崎支部）②黒田真（名古屋中
川支部）③青木裕哉（名古屋中川支部）

●小学校6年 ①松本あすか（名古屋中川支部）②水野竜佑
（春日井支部）③河野直樹（尾張支部）
●中学校男子 ①松本亮（名古屋中川支部）②青木貴也（名
古屋中川支部）③岡田京樹（春日井支部）

●中学校女子 ①浅倉舞（名古屋中川支部）②乙子未有（尾
張支部）③鈴木香穂（碧南支部）

●高校男子 ①江口直也（名古屋中川支部）②原和也（名古
屋中川支部）③高平駿（岡崎支部）

●高校・一般女子 ①滝川ひろ美（名古屋中川支部）②櫻山
智恵（名古屋中川支部）③高垣奈都美（名古屋中川支部）

●一般男子 ①鈴木啓允（愛空会）②黒野正峰（愛知学院大
学）③松原啓太（愛知学院大学）

第33回愛知県空手道選手権大会
平成21年4月19日　千種スポーツセンター

形
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●小学1～2年生男女 ①遠藤洸次郎（亀戸）②木村航大
（小石川）③中谷洋（城北）
●小学3年生男子 ①美濃部敬靖（大森）②原田雄生（世田
谷）③桶谷洸太朗（葛西）

●小学3年生女子 ①齊藤玲（世田谷） ②要未果（池上）
③鈴木海音（二子玉川）

●小学4年生男子 ①横田京太郎（葛西）②江田亜玖利（足
立）③若生拳太（大森）

●小学4年生女子 ①関家花倫（小石川）②五十嵐花帆（葛
西）③渡部彩絵（新小岩）

●小学5年生男子 ①宇佐美謙太（目黒）②浅黄雄太（城南）
③雨宮大賀（墨田）

●小学5年生女子 ①中山愛海（世田谷）②木下遥渚（目黒）
③雨宮杏苗（墨田）

●小学6年生男子 ①荻野極（目黒）②上木大樹（墨田）③
浅野代弥（小石川）

●小学6年生女子 ①小川弥生（池袋）②遠藤未来（葛西）
③山田幸香（世田谷）

●中学1年生男子 ①小池貴也（葛西）②大金慶龍（亀戸）
③清水敬太（墨田）

●中学1年生女子 ①高頭凜子（墨田）②佐田和沙（葛西）
③佐藤真帆（両国）

●中学2年生男子 ①古川凜（池上）②江田拳志郎（足立）
③美濃部将啓（大森）

●中学2年生女子 ①土屋育穂（南葛飾）②小坂部亜耶（城
東）③桑原瑠衣（墨田）

●中学3年生男子 ①竹中拓海（足立）②谷山剣士郎（池袋）
③首藤琢伸（小石川）

●中学3年生女子 ①青木美優（墨田）②石田眞美（葛西）
③木戸希望（目黒）

●高校生男子 ①藤枝雅男（大森）②木下護（葛西）③高橋
幸（城南）

●高校生女子 ①中晴香（小石川）②塗谷澪（城東）③小板
橋奏恵（赤羽）

●一般男子 ①嶽野英樹（墨田）②深谷明輝（墨田）③小林
伸夫（目黒）

●一般女子 ①草野明日香（墨田）②荒木英美（墨田）③圓
井あゆ（池上）

●団体 ①墨田支部②池袋支部③小石川支部

●小学1～2年生男女 ①遠藤洸次郎（亀戸）②中谷洋（城
北）③矢野雄大（南葛飾）、岡雄誠（葛西）

●小学3年生男子 ①美濃部敬靖（大森）②原田雄生（世田
谷）③吉沢翔吾（池袋）、桶谷洸太朗（葛西）

●小学3年生女子 ①齊藤玲（世田谷）②要未果（池上）③
川田里花子（大森）、鈴木海音（二子玉川）し

●小学4年生男子 ①千葉祥弥（葛西）②徳山蓮（城北）③
江田亜玖利（足立）、増森仁（葛西）

●小学4年生女子 ①関家花倫（小石川）②佐藤春花（大森）
③金原由季（世田谷）、柿夏芽（池袋）

●小学5年生男子 ①木村海成（小石川）②雨宮大賀（墨田）
③宇佐美謙太（目黒）、増田大稀（亀戸）

●小学5年生女子 ①木下遥渚（目黒）②雨宮杏苗（墨田）
③中山愛海（世田谷）、鈴木舞南（二子玉川）

●小学6年生男子 ①重住開（亀戸）②荻野極（目黒）③上
木大樹（墨田）、松倉宗司（世田谷）

●小学6年生女子 ①山田幸香（世田谷）②小川弥生（池袋）
③羽鳥つばさ（池袋）、桶谷歩未（葛西）

●中学1年生男子 ①小池貴也（葛西）②大金慶龍（亀戸）
③中村奨吾（小石川）、増田勇夢（亀戸）

●中学1年生女子 ①高頭凜子（墨田）②佐田和沙（葛西）
③佐藤真帆（両国）、鶴巻佳乃（亀戸）

●中学2年生男子 ①久保木涼介（小石川）②永吉駿太（墨
田）③西澤大樹（足立）、江田拳志郎（足立）

●中学2年生女子 ①小坂部亜耶（城東）②山口睦貴（城南）
③石井寧々（墨田）、西野桃（両

●中学3年生男子 ①竹中拓海（足立）②首藤琢伸（小石川）
③谷山剣士郎（池袋）、石川康平（二子玉川）

●中学3年生女子 ①大金佐和子（亀戸）②石田眞美（葛西）
③金森夏美（世田谷）、青木美優（墨田）

●高校生男子 ①土屋和平（南葛飾）②藤枝雅男（大森）③
山本勇気（赤羽）、木下護（葛西）

●高校生女子 ①塗谷澪（城東）②中晴香（小石川）③春日
みさき（赤羽）、小板橋奏恵（赤羽）

●一般男子 ①真島和也（墨田）②芳賀章（二子玉川）③重
江賞誉（墨田）、藤木賢一（墨田）

●一般女子 ①黒木智美（池袋）②本橋櫻子（墨田）③穴吹
由美（池上）、木下崇美（池袋）

第51回東京都空手道選手権大会
平成21年4月29日　北区立滝野川体育館

形

組　手

●小学2年生以下男女 ①吉田眞大（神戸中央）②高岸優陽
（西脇）③福田壮一朗（神戸中央）、浅野柊翔（稲美）
●小学3年女子 ①石津朱美（稲美）②木下さくら（コナミ
東加古川）③金澤夏夢（西脇）、中埜夕希（神戸中央）

●小学3年男子 ①新田琉偉（神戸中央） ②六倉輝拓（神戸
中央）③三尾浩輔（神戸中央）、小橋秀伍（神戸中央）

●小学4年女子 ①戸田雪菜（西脇）②��祥（西脇）③来
住優里（西脇）、服部沙耶（西脇）

●小学4年男子 ①中岡弘行（稲美）②鳥井竣介（西脇）③
村上龍之介（西脇）、朝井建太（西脇）

●小学5・6年女子 ①金佳妙（神戸中央）②神田麻那（コナ
ミ東加古川）③細畠円香（稲美）、中條愛（コナミ東加古川）

●小学5年男子 ①櫻井宣充（西脇）②小泉勇貴（コナミ東
加古川）③橋本智也（姫路）、大塚敬典（稲美）

●小学6年男子 ①森本隆哉（明石）②浦野寛太郎（コナミ
東加古川）③西孝太（神戸）、仲田利輝（西脇）

●中学生女子 ①大竹弘子（稲美）②��彩（西脇）③山下
夢（西脇）、戸田さくら（西脇）

●中学生男子 ①平井大博（西脇）②田中勇貴（西脇）③高
瀬奨輝（西脇）、戸田健太（西脇）

●高校生男子 ①野島悠伺（神戸学院）②後藤玄（神戸学院）
③深瀬大地（神戸学院）、長田翔太郎（神戸学院）

●一般級男子 ①新居憲明（兵庫県大）②中川貴志（六甲）
③平島正博（兵庫県大）、大内秀一（西脇）

●一般女子 ①岡�ゆかり（東灘）②来住朋慧（西脇）③瀬
戸真奈美（兵庫県大）、今富希（神戸）

●一般男子 ①畑嘉憲（稲美）②稲継健太（稲美）③山田宗
彦（神戸）、渡辺寿雄（稲美）

●小学2年生以下男女 ①中西駿輔（稲美）②舛賀陽大（神
戸中央）③前田龍哉（神戸中央）、屋敷幸汰（神戸中央）

●小学3年女子 ①木下さくら（コナミ東加古川）②石津朱
美（稲美）③中埜夕希（神戸中央）

●小学3年男子 ①新田琉偉（神戸中央）②三尾浩輔（神戸
中央）③内橋優輝（西脇）

●小学4年女子 ①戸田雪菜（西脇）②��祥（西脇）③藤
井優香（西脇）

●小学4年男子 ①村上龍之介（西脇）②中井隆人（六甲）
③中岡弘行（稲美）

●小学5・6年女子 ①神田麻那（コナミ東加古川）②中條
愛（コナミ東加古川）③三尾遥（神戸中央）

●小学5年男子 ①小泉勇貴（コナミ東加古川）②木下慎一
郎（コナミ東加古川）③櫻井宣充（西脇）

●小学6年男子 ①浦野寛太郎（コナミ東加古川）②西口遼
（東灘）③鳥井瑛介（西脇）
●中学生女子 ①��彩（西脇）②山下夢（西脇）③大竹弘
子（稲美）

●中学生男子 ①角田稜介（明石）②田中勇貴（西脇）③金
太由（神戸中央）

●一般級男女 ①秋山拓摩（東灘）②渡邊照子（六甲）③明
洋介（兵庫県大）

●一般女子 ①今富希（神戸）②岡�ゆかり（東灘）③山本
メルセデス（稲美）

●一般男子 ①川井晋介（長田）②小幡直人（明石）③畑嘉
憲（稲美）

第38回兵庫県空手道選手権大会
平成21年5月10日　兵庫県立武道館

組　手

形

●小学1・2年組手男子 ①山本祐己（清空館）②中野龍基
（南部支部）③丸子宗一郎（南部支部）
●小学1・2年組手女子 ①安保葉月（南部支部）②坂本絵
磨（浪岡支部）③丸子眞央（南部支部）

●小学3年組手男子 ①岡本拳（青森東）②佐藤健介（平賀
支部）③伊藤恒輝（平内支部）

●小学3年組手女子 ①丹代真緒（平賀支部）②坂本美里
（浪岡支部）③須藤佳音（弘前中央）
●小学4年組手男子 ①佐々木壱晟（平内支部）②瀧本誠博
（平賀支部）③石岡拓馬（聖士館）
●小学4年組手女子 ①棟方十萌（つがる支部）②谷川夕乃
（弘前中央）③淡路円香（妙見支部）
●小学5年組手男子 ①松崎太朗（弘前中央）②中畑憧（浪
岡支部）③吉村渓冴（三沢支部）

●小学5年組手女子 ①相内美空（南部支部）②笹森陽菜
（浪岡支部）③須藤花奈子（浪岡支部）
●小学6年組手男子 ①今源太（浪岡支部）②工藤海渡（弘
前中央）③坂本孝誠（浪岡支部）

●小学6年組手女子 ①坂本絵実（浪岡支部）②須藤岬（浪
岡支部）③花田悠希乃（弘前中央）

●中学1年組手男子 ①三上陽大（弘前中央）②須藤滉太
（浪岡支部）③伊藤完生（深浦支部）
●中学1年組手女子 ①三上穂香（浪岡支部）②菅原明日香
（三沢支部）③吉田衣舞季（三沢支部）
●中学2年組手男子 ①東出隆誠（弘前中央）②葛西将大
（清空館）③岡本隼（青森東）
●中学2年組手女子 ①清野明日香（弘前中央）②武田沙耶
（平賀支部）③木村日耶（青森東）
●中学3年組手男子 ①今井丈（平賀支部）②笹森光（浪岡
支部）③笹森奎佑（弘前中央）

●中学3年組手女子 ①中里瑞穂（南部支部）②花田麻衣
（弘前東）
●一般大学組手男子 ①香野州平（青森大学）②長牛徳光
（八戸中央）③遠藤昌宏（青森大学）
●高校・大学・一般組手女子 ①伊藤優菜（五所川原高校）
②一戸美由紀（五所川原高校）③鎌田穂波（五所川原高校）

●小学低学年男子団体 ①三沢支部A②平賀支部A③弘前中央
●小学低学年女子団体 ①弘前中央
●小学高学年男子団体 ①弘前中央②南部支部③浪岡支部
●小学高学年女子団体 ①浪岡支部②三沢支部
●中学男子団体 ①弘前中央②聖士館③三沢支部
●中学女子団体 ①浪岡支部②昌空館③三沢支部
●練成の部 小学一部男子 ①丹代恵弥（平賀支部）②山本
祐己（清空館）③櫻庭脩永（弘前東）

●練成の部 小学二部男子 ①工藤考之助（清空館）②佐藤
優輝（平賀支部）③久保晏史（三沢支部）

●練成の部 小学二部女子 ①島村香（聖士館）②稲本桃咲
（八戸中央）③花田友里（八戸中央）
●練成の部 小学三部男子 ①佐藤晃輔（聖士館）②大澤洋
生（聖士館）③丹野空羽（聖士館）

●練成の部 小学三部女子 ①安斉エレナ（三沢支部）②久
保愛花（三沢支部）③新津郁乃（三沢支部）

●小学1・2年形男子 ①山本祐己（清空館）②坂本柚（昌
空館）③川村正明（南部支部）

●小学1・2年形女子 ①安保葉月（南部支部）②坂本絵磨
（浪岡支部）③丸子眞央（南部支部）
●小学3年形男子 ①松崎創太（平内支部）②岡本拳（昌空
館）③佐々木健洋（平内支部）

●小学3年形女子 ①坂本美里（浪岡支部）②須藤佳音（弘
前中央）③対馬美月（弘前中央）

●小学4年形男子 ①成田真啓（平賀支部）②旭澤広輝（弘
前中央）③瀧本誠博（平賀支部）

●小学4年形女子 ①谷川夕乃（弘前中央）②棟方十萌（つ
がる支部）③淡路円香（妙見支部）

●小学5年形男子 ①西村陽太（南部支部）②中畑憧（浪岡
支部）③山本椋太（清空館）

●小学5年形女子 ①相内美空（南部支部）②佐々木都円
（青森東）③須藤花奈子（浪岡支部）
●小学6年形男子 ①工藤海渡（弘前中央）②今源太（浪岡
支部）③中野泰成（南部支部）

●小学6年形女子 ①坂本絵実（浪岡支部）②花田悠希乃
（弘前中央）③鳴海萌香（青森東）
●中学1年形男子 ①三上陽大（弘前中央）②須藤滉太（浪
岡支部）③伊藤完生（深浦支部）

●中学1年形女子 ①田中芽衣（妙見支部）②三上穂香（浪
岡支部）③八木橋茜（青森東）

●中学2年形男子 ①岡本隼（昌空館）②旭竜我（三沢支部）
③東出隆誠（弘前中央）

●中学2年形女子 ①清野明日香（弘前中央）②武田沙耶
（平賀支部）③木村日耶（青森東）
●中学3年形男子 ①成田恵基（平賀支部）②山田翔太（弘
前中央）③今井丈（平賀支部）

●中学3年形女子 ①中里瑞穂（南部支部）②花田麻衣（弘前東）
●高校・大学・一般形女子 ①伊藤優菜（五所川原高校）②
谷川真央（三沢支部）③一戸美由紀（五所川原高校）

●小学低学年男子団体 ①弘前中央②平賀支部A③三沢支部A
●小学低学年女子団体 ①弘前中央
●小学高学年男子団体 ①弘前中央②浪岡支部③南部支部
●小学高学年女子団体 ①浪岡支部
●中学男子団体 ①弘前中央②平賀支部③清空館
●中学女子団体 ①三沢支部②浪岡支部③昌空館
●練成の部 小学一部男子 ①山本祐己（清空館）②大川蓮
（平賀支部）③水木今日平（平賀支部）
●練成の部 小学二部男子 ①佐藤優輝（平賀支部）②長牛
千紘（八戸中央）③久保晏史（三沢支部）

●練成の部 小学二部女子 ①石田ひらり（三沢支部）②河
村夢美（三沢支部）③葛西初月（聖士館）

●練成の部 小学三部男子 ①佐藤晃輔（聖士館）②大澤洋
生（聖士館）③丹野空羽（聖士館）

●練成の部 小学三部女子 ①安斉エレナ（三沢支部）②玉
澤愛（つがる支部）③久保愛花（三沢支部）

第10回青森県空手道選手権大会
平成21年5月3日　　三沢市総合体育館

組　手

形



●次のテーマは『黒帯』です。（締め切りは 9月30日）送り先は次の通りです

郵送／〒157-0061 東京都世田谷区北烏山3-8-15
JKAニュース 川柳係

ファックス／03（3300）8774
電子メール／karate301-06@yahoo.co.jp

会員の皆様の投稿をお待ちしております。支部・道
場の行事などの「原稿＆写真」を送って下さい！
文字数は400字程度でOKです。郵送、電子メール、
ファックスでお願いします（データ大歓迎！）
原稿は返却できませんので、コピーを取って下さい。
分からないことがあれば、下記に連絡を下さい。

〒112-0004 東京都文京区後楽2-23-15
日本空手協会総本部　JKAニュース係

TEL : 03-5800-3091（担当/ 根本）FAX : 03-5800-3100 
電子メール　sohonbu@jka.or.jp 

過去のJKA ニュースをホームページから閲覧できます
（http://www.jka.or.jp）

●各地区編集委員

北海道地区 網谷貞幸　TEL / FAX 011-832-1182
東北地区 佐藤範明　TEL / FAX 022-285-3209
関東地区 瀬戸謙介　TEL 03-3714-6469  FAX 03-3714-4093
北信越地区 大日向俊夫 TEL 026-244-2659  FAX 026-244-4170
東海地区 池山正仁　TEL 052-351-7300  FAX 052-355-3557
近畿地区 小島弘己　TEL / FAX 0720-75-0295
九州地区 鶴田敏昭　TEL 092-661-0500  FAX 092-661-0504

＜次号2009年秋号は、11月発行予定です＞
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空手の道を歩む家族を紹介するこのコーナー。今回は、千葉県・習志野会少年部の根本さん一家。
お父さんの功さん（いさお・65歳・七段）は、茨城県出身。高校２年生の時、水戸市に一つだ

けあった空手協会の道場に通い始めた。
その後、千葉工業大学へ進学。１日５時間以上の稽古に打ち込み、第８回関東学生空手道選手権
大会では最優秀選手に選ばれ、全国大会等では団体優勝を果した。現在も指導の傍ら、熟練者大会
で３連覇するなど（組手）、生涯現役を目指して、汗を流している。
お母さんの真理子さん（まりこ・60歳）は、功さんと結婚し、いつの間にか空手の道へ。
気がつけば四段となり、熟練者大会で２回の優勝を勝ち取っている（組手）。
そんな２人から生まれた子供６人（男４・女２）も全員が空手の道を歩むことに。
家に道場があり、いつでも稽古できる環境で育った６人は、各大会に

おいてチャンピオンとなり、現在も日々努力をしている。
兄弟の中でも四男の敬介さん（けいすけ・29歳）は、現在総本部の

指導員として、修行中。その敬介さんに話を聞いてみると、「子供の頃は
竹刀で叩かれ、練習にいくのが嫌だなと思うことがありましたが、今で
は父に感謝しています」とのこと。
「息子４人と全国大会に出る」という功さんの夢は適いませんでしたが、
親・子・孫三代での出場は射程圏内ではないでしょうか。

左上から、長男・拓也、次男 ・武千代、三
男・勇作、四男・敬介、左下から、長女・明里。
父・功、母・真理子、次女・理砂。

みんなの側にいる空
手をやっているご家
族、女性を紹介して
下さい。電子メール
は、karate301-
06@yahoo.co.jp
だよ！

第二回 根本さん一家（習志野会少年部）

投稿歓迎

●三段／田中晃英（岐阜）安藤真二（兵庫）上田一夫
（兵庫）磯部裕二（山梨）安達英広（岡山）�木清子
（栃木）宮原拓真（京都）上野尚之（京都）計良佳美
（宮城）小原賢（愛知）小野田芳光（愛知）Vinicius
Aguiar de Souza（東京）Zimmatore Peter（東京）飯
島光（茨城）神田麻衣（茨城）黒瀬涼子（茨城）岡田
敏秀（茨城）大森鉄也（茨城）岡田泰典（茨城）平野
正美（茨城）武藤基司（茨城）寺島洋幸（長野）長谷
井あずみ（神奈川）安保祥子（神奈川）木下源龍（東
京）奥村豪文（東京）杉岡哲也（東京）大場由巳（東
京）山口澄（東京）秋永弘（東京）中田亜津子（滋賀）
橋本直達（滋賀）金 （宮城）坂部嵩政（兵庫）内堀
章子（三菱）山本メルセデス（兵庫）長谷川由美（兵
庫）中井聖典（兵庫）水間貴保（兵庫）川原史朗（兵
庫）富田裕之（千葉）磯部美弥子（千葉）丸山博嗣
（長野）大平美由紀（栃木）井上武士（岡山）船橋利治
（三重）坂下幸雄（北海道）中鉢考治（本部）加賀慎太
郎（北海道）加藤和希（埼玉）山本学（埼玉）小松茂
一（栃木）原譲司（香川）佐廣久鷹（香川）堀口直人
（千葉）豊増康総（千葉）前畑英孝（三重）浦孝之（大
阪）木村諭（大阪）恩地秀夫（大阪）前田敦子（福井）
深澤裕（静岡）佐藤聖人（静岡）増田和孝（静岡）緒
方早絵（静岡）櫻場勝（福岡）宮石満（福岡）増田宣
正（福岡）中島一成（福岡）小井出梨恵（福岡）安部
俊吾（愛媛）重松幸二（愛媛）

●四段／木村浩一（静岡）田辺恵三（三菱）竹内大介
（神奈川）植松洋恵（静岡）稲村康（静岡）鳥羽智史
（静岡）鈴木康央（静岡）小濱圭司（静岡）Di r k
Leiding（ドイツ）喜納修（東京三多摩）森保誠（福岡）
井上理沙（福岡）高橋正伸（長崎）

●五段／Carol See Tai（アメリカ）Paul Wentzell（カナ
ダ）成澤誠一（宮城）丸山誠二（静岡）田中丈晴（静
岡）長南重一（福島）齋藤祐樹（新潟）太田原健（三
菱）山田康（茨城）Breitinger Juergen（ドイツ）
Peters Klaus（ドイツ）Cabiddu Asunta（イタリア）
Visintin Enrico（イタリア）Hakan Alpay（トルコ）

●六段／Hector Suarez Ontiveros（メキシコ）中塚良雄
（長野）吉武幸則（京都）Contipelli Maurizio（ベルギー）
吉田賢司（福島）松永博美（福岡）

●七段／藤本潔（愛媛）古島一良（千葉）

●八段／高浦英児（千葉）

●九段／岡本秀樹（エジプト）

●1日（土）～ 2日（日）
第52回小学生・中学生全国空手道選手権大会
エコパアリーナ（静岡県）

● 30日（日）
定期昇級・昇段審査会　　総本部道場

● 9日（金）～ 11日（日）
秋季国内外全国合同合宿　　総本部道場

● 25日（日）
関東学生会定期リーグ戦　　未定

● 22日（日曜日）
定期昇段審査会　　総本部道場

● 28日（土曜日）
第9回熟錬者全国空手道選手権大会
国立オリンピック記念青少年総合センター

大会予定

昇 段 者

８月
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11月
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